
新製品！示差走査熱量測定装置 DSC 5+
DSCイノベーション 次世代パフォーマンス
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▶www.mt.com/ta-dsc

・DSC測定で熱流束モードと入力補償モードの選択が可能
・パージ機能付きで最大96検体が可能なオートサンプラー
・AI解析ソフトや自動解析機能との組み合わせで実験を更に効率的に

詳細は裏面、または熱分析装置ページの[ 詳細情報依頼 ]よりぜひお気軽にお問合せください。
製品およびソフトウェアやアクセサリにつきましてもご対応いたします。

■ 主な特長

新製品DSC 5+    

50年以上の熱分析の歴史をもつメトラー・トレドが
提供する比類なきDSC装置

NEW

詳細情報依頼



メトラー・トレド株式会社　ラボインスツルメンツ事業部
TEL:03-5815-5515

©09/2023 Mettler-Toledo K.K., 

熱分析チーム
製品お問合せ　：support.jp@mt.com
ご注文はこちら：order.jp@mt.com
納期お問合せ　：order.jp@mt.com

www.mt.com
For more information

温度範囲
空冷 RT～500 ℃ RT～700 ℃
イントラクーラー –90～500 ℃  –90～700  ℃
液体窒素 –155～500 ℃ –155～700 ℃

温度正確性 1) ±0.2 K
温度精度 1) ±0.02 K
昇温速度（RT～700 ℃）2) 0.001～200 K/min
冷却速度 2) 0.001～50 K/min

冷却時間
空冷 8 分（700～100 ℃）の場合
イントラクーラー 3.5 分 （100～0 ℃）  
液体窒素 11 分（100～–100 ℃）

10 METTLER TOLEDO  Product Brochure

サンプルロボットを使用する場
合、多数のサンプルをサンプル
チャンバーに収納することが可
能です。

サンプルを測定する前に大気
との不要な影響を防ぐために、
チャンバー内を窒素などの不活
性ガスでパージすることがで
きます。

DSC 5+は、直感的に操作でき
るタッチスクリーンを搭載し、
ユーザーが機器の状態をモニ
ターすることができます。 

OneClick™機能により、頻繁に
使用するメソッドを素早く簡単
に開始することができます。あ
らかじめ定義されたメソッドを
選択し、サンプル名と質量を追
加するだけで、測定の準備が完
了します。

最大4種類のメソッドガスのガ
ス流量を0～200 mL/minの間
で測定・調整するソフトウェア
制御のマスフローコントローラ
ーを搭載しています。

安定した再現性のある雰囲気
で測定を行うことや、素早く
ガスを切り替えることができ
ます。

測定周囲環境のコントロールインタラクティブなタッチ 
スクリーン

サンプルチャンバー

多種多様な環境下においては、測定に必要な要件が異なっています。より良いユ
ーザーエクスペリエンスのために、完全なモジュール化とアップグレードが可能
な製品を設計しています。購入時に各オプションを選択しますが、状況の変化に
応じて要件が変化した場合、システムを簡単にアップグレードすることができる
ため、ユーザーの負荷について親身に寄り添うことができます。

最適な構成の選択
お客様のニーズに合わせた完全な
システム構築
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熱流束モードと入力補償モードの２つのモードを選択し測定が可能。
入力補償モードを使用することでより高精度な比熱測定を実現。

電気冷却と同時に接続することで、電気冷却では足りない分のみ液体
窒素を使用するため、液体窒素の消費量が大幅に削減。

熱流束モードでは過去の高感度センサよりも18％より高感度に測定が
可能。温度分解能も向上し結晶多形のような隣接しているピーク分離が
改善。

最大96検体をトレイに載せることができ、オートサンプラーでリファレ
ンスパンの交換が可能に。待機中もガスパージを行うことで吸湿などの
影響を回避。

材質にセラミックスを使用しているため、高温での酸素雰囲気下や腐食
性ガスが発生する環境でも測定可能。メンテナンスも焼きだしでOK！

マクロ解析によりユーザーと同じ解析内容を実施させられ、メソッドに
組み込むことで自動解析が可能。AI解析ソフトウェアを用いることで AI
が結果に対しセカンドオピニオンとしての情報を提供。

新技術により２つのモードで測定が可能

液体窒素の消費量がより経済的に

高感度、高分解能の測定

大量のサンプル測定が可能なオートサンプラー

耐久性のあるタフなDSCセンサ

自動解析やバリデーション、AIによる解析も可能

■示差走査熱量測定装置の心臓部であるDSCセンサ

テクニカルデータ
温度データ

1)  金属規格に基づく。
2)  機器の構成に依存。

■より便利でより効率的な実験のために


